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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境に配慮した施工計画及び使用材料に関わる活動を推進します。

２ ．環境保護のため、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進します。

３ ．経営における課題とチャンスを踏まえエコアクション21に取り組んでまいります。

①使用エネルギーを低減する事でＣＯ２の排出量を削減します。

②廃棄物の削減・再使用・再生利用を推進します。

③水の使用量を削減します。

④積極的に３Ｍ(ムリ・ムダ・ムラ)を推進し環境保全に努めます。

⑤環境配慮活動を考慮し全社で取り組む活動を行います。

４ ．該当 する法規等を明確化し遵守します。

５ ．取り組み目標計画表を作成し進歩状況を全員が把握できる様に努めます。

６ ． 全従業員に今回の取り組みを周知徹底する為に環境に対する教育を行い環境保全の
意識及び能力の向上に努めます。

※ 環境コミュニケーションの積極的な実施を進めるために環境経営活動レポートを

自社の機関紙【浅田鉄工通信】に添付し従業員に周知徹底します。

株式会社浅田鉄工0000000000

環境経営方針

代表取締役　浅田英明000000

2022年12月22日

代表取締役

　株式会社浅田鉄工は1960年（昭和35年）にものづくりの町、東大阪市にて創業致しました。
以来一貫して金属加工の道を歩み続け切断、孔明、曲げをはじめ鉄・ステンレス・アルミ製品などの溶接の
対応を　　してまいりました。1991年(平成3年)に設備増強の為、第二工場設立。2009年(平成21年)にはレー
ザー　部門新設の為、第三工場を設立。そして生産増強拡充及び合理化を計るために本社・第二工場・第三
工場を統合し2013年(平成25年)に現住所へ移転して参りました。
創業以来60有余年。より良い製品を提供することを通じて地域社会に貢献したいと考えております。
今後ともなおいっそうのご指導、ご鞭撻、ご支援をお願い申し上げます。

当社は創業以来60有余年、東大阪の地で邁進してまいりました。
本業である各種鋼材の設計・製作・施工を通じて地球温暖化問題への取り組みや地域の環境
活動に
積極的に取り組みます。
近年社会問題視されている自然環境保護に配慮した行動を社員ひとり一人が自覚をもって実
践し
継続的な改善活動を行い、より良い未来を築くよう挑戦してまいります。

制定日： 2021年6月25日

改定日：

浅田　英明

3



更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社浅田鉄工
代表取締役社長 浅田英明

（２） 所在地及び対象範囲
本　　　社 大阪府東大阪市川俣一丁目十九番二十六号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 製造部長 下中　一史　 TEL：06-6782-7078
担当者 人事部 三木　弘子　　 TEL：06-6782-7078

（４） 事業内容
各種鋼材を用いた設計・製作・施工及び販売全般の事業活動

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡

（６） 事業年度 11 月 1 日 ～ 10 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社浅田鉄工
対象事業所： 本　　　社
活動： 各種鋼材を用いた設計・製作・施工及び販売全般の事業活動

□事業や製品（商品）の紹介

組織の概要

29

2023年7月14日

50,073
本　　　社

29
1581.73

主事業及び製品紹介

多品種少ロット生産を得意としており、手作業による加工も多く存在します。そのため作業者の練度が高く、

オーダーメード感覚でご依頼 いただけます。構造が複雑などの理由により他社で断られた製品についても

製作させて頂きます。またお客様より図面をご用意いただけない場合も、当社が詳細をヒアリングし設計致します。

発注 → 製図 → 製作 → 検査 → 納品までをシームレスに行います。

＜主な製品加工＞

・配線ケーブルダクト ・製缶 ・パイプ加工 ・板金 ・溶接 ・レーザー加工 ・ショットブラスト ・各種製品組立 等
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更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境経営組織及び役割・責任・権限

全従業員

三木　弘子

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

代表者 ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの製作責任者

・環境管理責任者の補佐

環境事務局 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・緊急事態への対応の為の手順書作成

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営システムの構築、実施、管理

環境管理責任者 ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

下中　一史 ・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営レポートの承認

(代表取締役)

浅田　英明

2023年7月14日

三木弘子 ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連文書、教育、訓練計画、実施、記録作成と保管

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

部門責任者 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

事務部・林知子 ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

営業部・山下慶輝 ・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

製造部・西坂恭平 ・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

伊藤　健志

代表者

代表取締役　浅田英明

環境管理責任者

下中　一史

環境事務局

環境委員会

・自部門における環境経営方針の周知

事務部

林 知子

営業部

山下 慶輝
製造部

西坂 恭平

全従業員
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単位
kg-CO2

ｋｇ

ｋｇ
㎥

kg-CO2/kWh

※電力の二酸化炭素排出係数は、日本テクノ(株)令和1年度調整後排出係数：0.501kg-CO2/kWhを使用。

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

〇

✕

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
電力による二酸化炭素削減

・空調を必要な区域や時間に限定して使用

・デマンド監視を実施している

・プリンターのトナーカートリッジのリサイクル化

・使用頻度が低い場所の照明は使用時のみ点灯

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

○

97%

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

○

数値目標

原単位目標

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

○

○

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 110,409 108,941 122,052 107,837

一般廃棄物の削減
97%98%

106,732

21,702

4,079

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

✕

97%
㎥ 497

2021年

kg 4,220 4,164 3,915 4,122
基準年度比 2021年 98.67% 95%

98%

環境経営目標及びその実績

基準年度比 2021年 98.67% 76.20% 98%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 22,450 22,151 17,106 21,926

※二酸化炭素総排出量には環境目標にはないＬＰＧを含む

119% 97.67% 96.67%

評
価

2021年(基準年) 2022年 2023年 2024年

（目標）基準値 （目標）

廃棄物排出量

1550　産業廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

0.423 0.418

水使用量 0 497 518

（実績）

原単位 kWh/千円

0.501 0.501

（目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 87,960 86,790 104,946 85,910 85,031
基準年度比 2021年 98.67%

水道水の削減 490 518 485

0.427 0.463

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

課題を解決しチャンス
を活かす取組

0.433

99% 104%基準年度比

✕ 総量で119％増となり目標達成できず。その中でも大きな要因として①
レーザー加工機で製作する厚物を急速で加工したこと②配置換えと退職
者が数名出たため経験値の浅い技術者が多く、不良発生率を削減する
事が出来なかった。今後は会社全体で再度社員教育に力を入れ適切な
電気量での加工作業を徹底。営業は社内の業務量を踏まえ納期交渉を
行う事で無理のない工程を組み不良率の削減を目指す。また事業計画と
して14年前に購入したレーザー加工機を省エネ対応のファイバーレー
ザー加工機へ入替を検討中。生産効率も上がり同メーカーのベンダーを
追加購入する事で更なる生産性の向上を図る事をを目標とする。

480

○

111,121 122,412

項　目 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 0

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

0 4,220 3,915
235

主な環境負荷の実績
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取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減
数値目標
・節
水・手
洗い

取組紹介欄

や５Ｍ活動を通じて良品の製作を心掛け無駄な再製作を

2021年

2022年

また水張検査などでしようする水
元栓にホースごとに開閉できる
を設置しました。必要最小限の使
を推進しています。

9月
0
0

0 112
6月

0

出来るだけ防ぐことで節水活動としています。

全社員に意識の共有をしています。またデマンドシステム

82
113

一期の半数以上で目標未達に終わる。節水活動を進めるも主に
使用しているレーザー加工機の稼働が連日昼夜にあったこと（売
上高に比例）が最大の要因とされる。電力削減でもふれたがレー
ザー加工機をファイバーレーザー機に移行する事で施工時間が
短縮される為、電気・水削減に向け導入を推進するものとする

0

40

90

5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

32
7月 10月4月

各蛇口にＰＯＰを貼り付け持続的に節水のお願いをし

165 59

8月

2月

90 0 84
0 90

8月

7977 33

18,839 18,768 18,768
14,998 16,196 15,10012,054 15,546 14,998

14,314
13,358 12,667 16,17415,532

430

161
118

ルート図をドライバーに渡し自動車燃料に
より二酸化炭素の削減に心がけています

8月 9月

206 227

460
703566

9月 10月

当社での軽油の使用はルート配送の
3トントラックに使用しています。
日々エコドライブに心がけていますが
初めての納品先など土地勘のない客先へ
納品などに行くときは事前に右記の様な

495 540

340 123 129

10月
557 635
399

530

5月

506
4月 5月 6月

413

6月 7月

341 407

231222

562
7月

○

3月

常備搭載。二酸化炭素削減を常に意識する。
また月に１度開催される環境経営会議では
５Ｍ活動について意見交換を行い

各車両にエコドライブの手引を

不良率の削減の提案を会議に出

ます。

438

9月 10月6月5月4月3月

16,919 20,061 19,647 16,07218,362

547 558

・効率的なルートで現場調査

11月 12月
411 535 511 816

0 0 63

していない従業員にも共有してい

2月

0
12月

4月

78

18,349

8月7月

達成状況

△

基準値の77％で目標達成。上半期の際にも触れたが未だコロナの影響でリモート
での打ち合わせや納品の延期が散見される。2023年度は今までの物流の停滞が
おそらく解除されていく見込みの為、2022年度に実施した策を継続的に行うととも
に中期計画として掲げていた低燃費車との入替を実施できるようにする。また社
内構内で使用しているガソリンリフト・電気リフトの使用方法について移動可能なも
のについてはハンドリフトで移動するように再度周知徹底し自動車燃料による二
酸化炭素削減を全員で目指すものとする。

〇

14,406

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月
218 277
288 160 174

△
○

94 0
1月

〇

87

12,966

1月12月11月

16,408
14,900

・効率的なルートで配送

数値目標

255 225

565

12月 1月 2月

182 210

11月

454

・アイドリングストップ

1月 2月

11月 3月

達成状況

0

また目標値をオーバーしそうな動きがあれば自動

音声で固定電話に案内が入る為、常に消費電力を

認知→改善を行う事ができた.

製品加工時の電気量を全員が把握する為に工場に

備え付けの時計にデマンドの現在の状況が一目で

わかる様に色で表示。電力使用量が上昇すると赤、

事務所内では左下のディスプレイで現状を表示。
目標内であれば青の範囲が広くなります。

0

10,000

20,000

30,000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

500

1,000

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

100

200

300

400

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

軽油（L) 2021年 2022年

0

50

100

150

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機の設置

空気圧縮機の設置

業務用空調機の設置

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組

□外部からの環境上の苦情・要望等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： 2022/10/14(金） ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

一般廃棄物及び産業廃棄物 (リサイクル可である有価物)の保管・排出
産業廃棄物（廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、木くず、ごみくず等）

2021年11月～2022年10月　1年間の運用活動については近隣苦情等は発生しませんでした

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・不良品発生率の低下 ○ ７月に不良件数が２０件超となったものの、その他の月に関しては

受注全体の5％以下を死守。今後も不良が発生する原因を細分
化し分析結果を共有するものとする

・前工程検査の徹底 ○
・無駄のない材料取り ○

手順書通り問題なく実施

廃棄物処理法

環境関連法規制等名称

本社入口及び会議室

月に一度品質会議を開催
前工程にて発覚した作業内容を細分化して分

抑えることを目的としています。
間違えやすいパターンなどを共有し不良品発生率を

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

毎朝の全体朝礼で品質管理についての標語を全員で唱和
作業スタート時に大きな声で唱和する事で品質向上を図っていま

緊急事態対応の試行・訓練

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境管理責任者：下中　　防火責任者：坂本　　訓練：社員全員

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，

並びに違反，訴訟の有無

該当する設備・項目

騒音規制法

振動規制法

フロン排出抑制法

・ワンオペ部門の人財育成 ○ 実際に欠勤者が出た際に研修を受けていた社員が代わって対
応。通常より大幅に時間がかかったものの対応は可能になった。
引き続き数名をゼネラリストに育成するものとする

・技術の継承 ○
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実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 基準年度の2021.6月~9月の数値不備の為
実施体制他 □ 変更なし ☑ 変更あり 人事異動に伴い一部変更

【社屋外周の緑化活動】
社員のお知り合いから頂いたアジサイとコスモスの苗が順調に成長しています。
当社の立地は中小企業の集まる工場地帯です。周辺の会社さんも緑は植えら
れていますがお花がたくさん咲いているところは少なく水やりなどをしていると
よくお褒めの言葉を頂きます。二酸化炭素削減の環境活動の一環として始め
ましたが地域への貢献も合わせて持続した活動を心掛けています。

【ｅｃｏ検定】受験しました
エコアクション21の取得と同時に『ｅｃｏ』をもっと学ばなくてはと思い
今回２名が受験し合格しました。これまで漠然と二酸化炭素排出削減を
目指していたところがありましたが、勉強することにより自分たちの無意識な
行動がどう影響するのかを学ぶことが出来ました。
今後のEA21の活動を通じて持続的な取り組みが出来るように全社員に
伝えていきたいと思います。

【環境経営会議及び品質会議】

した不良に対して防止・改善案の意見交換をし会議に出席していない従業員

にも共有。品質向上と不良率の削減をめざしています。

2022年11月30日

月に１度開催される会議では５Ｍ活動について意見交換を行い前月発生

基準年から１年。電力と水道水の目標を達成する事が出来ま
せんでした。意識改革から始めた１年でしたがまだまだ浸透し
きれていないのが現状であります。弊社の業務はどれをとっ
ても多量の電力を消費します。この課題を環境に負担をかけ
ないように配慮した無駄のない工程管理を実行するという
チャンスに変換していきます。2022年度の数値を踏まえ来期
は1.00％の削減を目指すことと同時未実行事案について取り
組んでまいります。

代表者による全体の評価と見直し・指示

【前回の指示への取組結果】

奈良ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰの視察

わが社でも環境活動を本格的に始めてから１年が経ち
ました。エコドライブの推奨や、節電等を全従業員で活
動を行いました。
基本的な活動を行った１年ではありましたが数値化しそ
れを共有する事で二酸化炭素排出削減の難しさを痛感
しています。まだまだ行える活動は色々あるかと思いま
すが目標を達成できなかった項目を中心に考えながら
活動していきたいと思います。

これまでの環境活動の紹介

＜指示＞ ＜取組結果＞

工場各階に掲示熔材の休日緊急処理方法の掲示

コロナ禍もあり未実行。次年度実施予定
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